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前年（平成 20年 3月期）中間期との差異について 
（単位：百万円） 

 売上高 営業損益 経常損益 当期純損益 1株当たり純
損益 

前年中間期 2,781 16 32 139 0.31 
当第2四半期 2,627 △131 △234 △38 △0.09 
増減額 △154 △147 △266 △177 - 
増減率 △5.5 - - - - 
 
（減少の理由） 
１．売上高は住宅事業が 123百万円、筐体事業が 168百万円、流通サービス事業が 375百
万円とそれぞれ減少し、新規連結部門による 456 百万円の増加でカバーしきれなかった
ためです。特に住宅事業は、前年から続く規制強化の影響に加え、今回の金融不安の契

機でありましたアメリカの不動産バブルの崩壊等の影響もあり、業績悪化の原因となっ

ています。また、流通サービス事業は、従来からのパソコン周辺機器等の販売から、業

態を変更しつつありますので、当面は売上高、損益とも現状同様な傾向が続きます。 
２．損益が、悪化した原因は、住宅事業の営業損失、経常損失の拡大が主因ですが、第 1
四半期に比べ当第 2四半期は急激に営業利益が改善しております。 

  なお、当期純利益については、持分法による投資損失が大幅に悪化したことが主因で、

下半期には回復されるとの見通しです。 
 

以上 


